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　Lux fulgebit hodie super nos, quia natus est nobis 
Dominus et vocabitur Admirabilis Deus, Princeps pacis, 
Pater futuri saeculi cujus regni non erit fi nis（今日我ら
の上に光が輝くだろう。主が我らのもとにお生まれになっ
たからだ。彼は素晴らしき神、平和の王子、永遠の父と呼
ばれ、主の国の終わりは無いだろう）。
✝
　「主が我らのもとにお生まれになった」という歌詞から
想像できる通り、これはクリスマスに歌われていた聖歌の
楽譜である。このローマ聖歌手写譜（F198.2 1195）は早
稲田大学図書館に所蔵されて長らく経つが、意外にその存
在をあまり知られていないようである。そのため、今回を
機に紹介することとした。
✝
　この手写譜の零葉は、ヴェラム（犢皮紙）を使用したも
のであり（片面 31× 22.8 cm）、表裏で 2ページ分にわたっ
ている。ネウマ譜の書体や装飾（花文字）から推測して、
おそらく 14世紀中旬から 15世紀にかけて、イタリア半
島で書かれたものだと思われる。また、裏面の左端にロー
マ数字で“XIIII”と記されているのは、フォリオ番号で
ある。通常、フォリオ番号は表（レクト）側に付されるこ
とが多いのだが、このように裏（ヴェルソ）側に付される
ことも決して例外ではない。以前、同紙で筆者が紹介した
ローマ聖歌手写譜にも、ヴェルソにフォリオ番号が記され
ていたが（第 79号参照）、もしかすると、地方や修道院
によって、そのようにフォリオ番号を付す慣習があったの
かもしれない。
✝
　さて、譜面の中に、“co.”、“Introit.”、“ps.”、 “V.”、“Gr.” 
という文字が見られることから、この譜面はミサで用いら
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れたものだということがわかる。これらはそれぞれ聖体拝
領唱（コンムニオ Commnio）、入祭唱（イントロイトゥ
ス Introitus）、詩篇（プサルムス Psalmus）、聖句（ヴェ
ルスス Versus）、昇階唱（グラドゥアーレ Graduale）の
ことである。また、ヴェルソ側（裏面）の最下部に記され
ているのは、アレルヤ唱である。それぞれの歌について、
Index of Gregorian Chant（請求記号：F765 136（R765））
や Liber Usualis（F765 79）などのカタログや曲集を用
いて歌詞や旋律を照合すると、これらはクリスマスの夜半
のミサ（厳密にいうと 24日の日没後以降）、およびクリ
スマス（25日）の早朝のミサで歌われていたものだとい
うことが分かる。なお、“Introit.”とは前述のとおり入祭
唱なので、ミサの始まりに歌われることから、花文字の L
で始まる聖歌より後に記譜されているものは早朝のミサの
もの、そしてそれ以前に記譜されているものは、夜半のミ
サの物だといえる。
✝
　それぞれの曲の詳細はいったいどのようなものなのか、
各々の歌の特徴、ならびに実際のミサの式次第を踏まえて
確認したい。
　ミサの典礼文には固有文と通常文があり、固有文はミサ
の内容によって使用する文が異なるが、通常文は年間を通
して歌詞そのものは不変のものである。この零葉に記譜さ
れているものは、前述のとおり、聖体拝領唱、入祭唱、昇
階唱、アレルヤ唱なので、全て固有文による歌である。な
お、クリスマスの夜半のミサのための聖体拝領唱の前にも、
聖歌があるが、この零葉に記載されている歌は全て固有文
によるものだということが判明しているので、奉納唱であ
ることが推測できる。事実、前述のカタログや校訂譜を
使って照合すると、ここに記されているのが、Laetentur 
caeli, et exsultet terra…という歌詞で始まる奉納唱であ
ることが確認できる。
　それぞれの聖歌が歌われる順番は式次第の表をご覧いた
だければと思うが、ここからはそれぞれの聖歌が何のため
のものなのかを踏まえながら、旋律や歌唱方法について確
認していきたい。
　奉納唱はミサの中でパン（聖体）と葡萄酒が奉げられる
際に歌われるものである。この歌の前半部分はこの零葉に
先立つ部分に記されているため確認できないが、歌の終わ
りの音（終止音）から判断すると（譜面の左端に記されて
いる というのは音部記号で、この奉納唱の終盤部分では
第 2線に F（ヘ）の音が設定されているので、終止音はＥ
（ホ）となる）、第 4旋法が旋律に使われていることが分か
る。また、この歌詞はウルガタ聖書の詩篇第 95篇の第 11
節、13節からとられている。
　聖体拝領唱は、信徒一同がパンと葡萄酒を拝領する（口
にする）際に歌われるものである。
　この歌には旋律に第 6旋法が使用されている。また、歌
詞は詩篇第 109篇の第 3節からとられている。
　入祭唱はその名の通り、ミサの開始時に歌われる音楽で
ある。入祭唱は、交唱（アンティフォナ Antiphona）、詩
篇唱、頌栄唱（ドクソロジア Doxologia）、交唱の形式を
とる。この入祭唱では、歌詞の Lux Fulgebitから no erit 
fi nisまでが交唱、Dominus regnavitから et praecinxit 
seまでが詩篇唱となる。なお、詩篇唱のあとに Gloriaと
記載されているが、これは頌栄唱の歌いだしの部分である。
この頌栄唱には幾通りかの旋律があるが、歌い手は、この
譜面に書かれている歌いだしの部分を見て、どの旋律の頌
栄唱を歌うのかを判別する（頌栄唱の旋律の種類について
は、前述のLiber Usualis などで確認することができる）。
この入祭唱の旋律には第 8旋法が用いられており、歌詞は
それぞれ交唱部分が、イザヤ書第 9章 2節及び 6節、また、
ルカによる福音書第 1章 33節から、そして詩篇唱の部分
は詩篇第 92篇 1節からとられている。
　昇階唱は独唱者（歌の一節を先唱する）と合唱の交互で
歌う応唱形式をとる。“昇階”という名は、祭壇の階段を
一段昇って歌われたことに由来する。旋律には第 5旋法が
使われており、歌詞は詩篇 117篇第 23、26及び 27節か
らとられている。
　アレルヤ唱は昇階唱と同様に応唱形式をとる。アレルヤ
とは、ヘブライ語に由来する言葉で「ヤーウェ（神）を讃
えよ」という意味がある。ここでは第 2旋法が旋律に使用
され、歌詞は詩篇第 92篇第 1節からとられている。
✝
　今回紹介した零葉については、書体、花文字の特徴など
の精査、来歴の検証などが望まれる。紙面の制約もあり、
ミサ式次第の詳しい説明や、ネウマ譜を 5線譜に移譜した
ものの掲載を行うことはできなかったが、今後何かしらの
機会に追って説明ができることを望む。
　早稲田大学図書館では、今回紹介した手写譜以外にも、
様々な西洋写本を所蔵している。その数は決して多いとは
言えないかもしれないが、今回の資料紹介が、西洋関係の
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研究者をはじめとした当館の利用者たちがそれらに目を向
け、実際に触れて何かを感じる機会を持つきっかけになる
ことを願いつつ、結びとさせていただく。
✝
（歌詞意訳）
　（Laetentur caeli, et exsul) tet terra ante faciem 
Domini, quoniam venit.
　主の御顔の前に天を喜ばせ、そして地を歓喜させよ、主
が来られるからだ。
　In splendoribus sanctorum, ex utero ante luciferum 
genuit.
　聖人たちの輝きの内に、母胎から夜明け前に生んだ。
　Lux fulgebit hodie super nos, quia natus est nobis 
Dominus, et vocabitur Admirabilis Deus Princeps pacis, 
Pater futuri saeculi, cujus regni no erit finis. (Ps.) 
Dominus regnavit, decorem, indutus est, indutus est 
Dominus fortitudinem, et praecinxit se.
　今日我らの上に光が輝くだろう。主が我らのもとにお生
まれになったからだ。彼は素晴らしき神、平和の王子、永
遠の父と呼ばれ、主の国の終わりは無いだろう。（Ps.）主
は治め、美しさを纏われた。主は力を身に着け、そして、
纏われた。
　Benedictus qui venit in nomine Domini, Deus 
Dominus, et illuxit nobis. (V.) A Domino factum est, et 
est mirabile in oculis nostris.
　神の御名において来る人に祝福あれ。主は神であり、そ
して我らの上に輝く。（V）これは主の御業、そして我々
の目には驚くべきことである。
　Alleluia. (V.) Dominus regnavit, decorum induit, 
induit (Dominus fortitudinem, et praecinxit se virtute.) 
　アレルヤ。（V.）主は治め、美しさを纏われた。主は力
を身に着け、そして、纏われた。
ミサの式次第
固有文 通常文
開祭 入祭唱 *
コレクタ（集禱文）
キリエ *
グロリア *
言葉の典礼 書簡（聖書朗読）
昇階唱 *
アレルヤ *
セクエンツィア *
福音書朗読
説教
クレド *
感謝の典礼 奉納唱 *
序唱
聖体拝領唱 *
聖体拝領後の祈り
サンクトゥス *
奉納文
主の祈り
アニュス・デイ *
イテ・ミサ・エスト *
*は歌唱を伴うもの
